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《 使用上の注意を良くお読み下さい 》

マニュアルはよく読んで注意に従って!!

【 問題 】　 lim
x→0

a sin (bx + c)

x
= 56 が成り立つように、

1桁の自然数a, b及び正の数cの値を定めよ。

但し、a > b > c とする。

次のような解答が多かった。



【 問題 】　 lim
x→0

a sin (bx + c)

x
= 56 が成り立つように、

1桁の自然数a, b及び正の数cの値を定めよ。(a > b > c)

lim
x→0

a sin (bx + c)

x
= lim

x→0

a(bx + c)

x

sin (bx + c)

bx + c

= lim
x→0

a(bx + c)

x

(∵ lim
x→0

sin (bx + c)

bx + c
= 1 )

= lim
x→0

(
ab +

ac

x

)
もし、ac ̸= 0 なら発散するので、ac = 0 。··································



公式 lim
x→0

sinx

x
= 1 には使用上の注意がある。

使用上の注意� �
•

sinB

A
のスタイルかつA = Bである

• A → 0 である� �
　 lim

x→0
(bx + c) = 0 の確認をしないと使えない。

　もっと言うと

　公式以前に見なきゃいけないことあるでしょ!!

　分母、分子それぞれどうなっていくの



【 解答 】

　 lim
x→0
分母 = lim

x→0
x = 0 であるから、

lim
x→0

a sin (bx + c)

x
が極限値を持つためには、

lim
x→0
分子 = 0 であることが必要である。

lim
x→0

a sin (bx + c) = a sin c なので、

a sin c = 0 ································································ ①

であることが必要。

　a > 0 なので ① は sin c = 0 と同値。9 ≧ a > b > c > 0 である

から、c = π , 2π である。



(1) c = π のとき、

lim
x→0

a sin (bx + c)

x

= lim
x→0

a sin (bx + π)

x

= lim
x→0

{
−ab ·

sin (bx)

bx

}
= −ab < 0

であるから、

lim
x→0

a sin (bx + c)

x
= 56 に不適。



(2) c = 2π のとき、

lim
x→0

a sin (bx + c)

x

= lim
x→0

a sin (bx + 2π)

x

= lim
x→0

{
ab ·

sin (bx)

bx

}
= ab

より、ab = 56 である。

9 ≧ a > b > c = 2π なので a = 8 , b = 7 である。

∴ a = 8 , b = 7 , c = 2π ································ (答)


